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北朝鮮軍による韓国大延坪島(テヨンピョンド)に対する砲撃は、世界中に恐怖を与えました。平

和ボケしている日本人にも、戦争が決して無関係なものではなく、身近に起こりうるのだという不安

を与えたように思います。産接の相手である韓国の対応、そして北朝鮮の後ろ盾である中閣の対

応がきわめて重要でしょう。そして、日本の対誌はどうあるべきなのでしょうか。

ウィキリークスによる米外交文書の暴露は、国家間の関保に大きな影響を与えうる趨めて重要な

機密の流れうることを示しました。報道の自由か、外交の機密保持か、冨民の知る権利と菌益との

バランスをどう取るか、大きな問題を突き付けられたような気がします。

第72号の井戸端だよりをお送りします。読んで何か感じていただければ幸いです。

目次

。10・11・12月例会報告 骨骨噛P.2

-古文書入門 -・.P. 2 '"'-'3 

@愛媛新聞切り抜き 噛..P.4 

@今年のもみじはよい紅葉 • • • • • P.5'"'-'7 

@松山市民劇場 . .骨P.8

@一一人旅 骨骨事骨P.9

-韓国へ •••• 'P. 1O~14 

.2010年ウォーキング冗年 . .窃..P.15""'18 

@雑感合om綾 @⑥.. P.19""'21 

-お知らせ@編集後記 . .・P.22

1 



110・11・12月例会報告i
9月例会でf蝶の来る庭+自然再生jというテーマで何かパネル農のようなものをしようと

いうことが決まり、動き出しました。以下現在までの進捗状況です。

【蝶のくる庭写真展に向けて】

庭で蝶を飼っている人を紹介しようという事で、写真展を予定しました。

9月例会・・・この一年間、蝶を観察してきたSさんの写真を中心に展示をすることにした。

10月例会・-ジャコウアゲハに限定することに決定した。

11月例会・・産卵から羽化までを、一枚のパネルにまとめた。

12月例会・-庭の様子も入れて、残り3枚のパネルも作成した。

次留は、この4枚のパネルに説明文を入れて完成させる予定です。

(K-K) 

来年3月を目指して、頑張りましょう。
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東温市の広報に古文書入門講座の受講生募集があり、興味を惹かれた。

最近、物覚えが悪くなり記憶回路の不確かさに憂慮していた私は、講義を受ける事に興味

を惹かれたこの時を逃してはいけないと、電話して受講することにした。

古文書解読に興味はもちろんあるが、この講座受講は自分の脳に少し刺激を与えたいとい

う気持ちも多くある。

講座は、 6回限定で10月、 11月、 12月の月 2回午後に、 1時間半の講義を受けられ

る設定です。これまで5屈が終わり最終は12月24日です。

毎回7-----9名の参加で学芸員さんの話を開きます。

今年初めての講座ではないようですが、いつからでも参加しやすい講座内容だと思います。
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講座内容を少し紹介します。

1 0月第工回は古文書とは何か~について学習した後、変体仮名を習いながら古今和歌集

の序文を読み進みました。

2田昌以降は、日本語音韻の変遷などの解説を交えながら現存している、江戸時代や明治

時代の借用証文を読める機会がありました。この講~を受講している特権で、東温市歴史

民族資料館所蔵の古文書を見ることができます。

墨色の槌せていないそれらの古文書を見るだけでも嬉しいのに、証文の書き方や手Ij患等の

決めごとも面白く、時間が過ぎるのを早く感じます。

襲嬉二年、松山藩と大洲藩の簡で取り交わされた目覚円という一札からは、村政のしくみ

から藩と村の関わり方を解説してもらい、知ってるようで詳しくは知らなかった当時の政

治のありかたを知りました。

その書面も当然筆で書いた物で、昔の手作業に患いを馳せるひとときを楽しみました。

因みに円覚"の内容は、男女の傷害事件を男が自殺したことにより和解を促して、表向き

にしないという覚え書きの一札でした。

飽にも、陰陽道(おんみょうどう〉の五行(木、火、土、金、水)それぞれを兄(え)弟

(と)にわけで十子にあてはめ、十二支に配して年や日を表すやり方の解説もありましたc

替などに書かれていて、言葉だけは知っていても意味や読み方を全部は知らなかった私

は、十干や干支~蹟位などの解説に~フーン、そうだ、ったのか~の連続でした。講gに参加

して何より嬉しかった事は50代後半の今も、自分の中に(知る喜び)が鍵在だった事を

確認、できたことかもしれません。

毎居、レジュメを頂き中央公民館で 1時間半の講座を受講して、なんと無料です。

ま喜しいでしょ

今年は終わりですが、このような講麗には時間が許す眼り、来年も参加したいと患います。

講座靖報をお持ちの方、"井戸端たより円を通じて教えて下さい。

お待ちしています。 (民.D) 
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金主金主主じはよい紅葉j

今年の紅葉、全国的にとても締麗だったようです。京都の紅葉中継を見て

いて今年は八年振りの素晴らしい紅葉だそうです。ご多分に漏れず愛媛でも

良い紅葉が昆られ早速出かけてみることにしました。

10月23日(土〉石鎚の初冷えをニュースで知り初めての石鎚スカイライン

へ。面持渓からうねうねとした道路を上ること20分、道すがらのもみじはあ

まり色付いてはいませんでしたがあるカープを曲がった途端、真っ赤や真黄

色が自に飛び込んで来ました。車を止め人々が眺めたり写真を撮ったりして

楽しんでいます。取りあえず終点の土小屋まで行ってみることにo 途中何箇

所も素暗らしい枢葉スポットを眺めながら進んで行くと土小屋付近は満車の

駐車場状態、観光パスが路上駐車をしています。登山ブームもあり、リュッ

クを背負った中年の登山人が大勢スタンパイしています。やっとの思いでU

ターンをし少し下った展望台で絶景とはいえない草葉が始まったばかりの山

々を眺めながら「道の駅みかわjで買っておいた大きないなり寿司を頬張り

昼食。山を下り国道を走らせていると r久万青銅之廻廊』入り口の並木の色
付きが気になり f何の木かなお?きれいよねJと主人に聞くと fあれはメタ

セコイヤだと思うよjとの返事。そんな会話をしつつ帰路に就きました。

11月20日(土〉急建都合の付いた fくらしの学習会jメンバ一三人で内子

石畳地区へ。屋根付き橋や石畳東のしだれ桜で知られる山里で鮮烈な紅葉で

はありませんが、しっとりとした普段着の紅葉といった感じ。 NHKドラマ

f坂の上の雲jのロケ地にもなった屋根付き橋や室町時代に創建されたと伝

えられる弓削神社(屋根付き掃の奥にひっそりとある〉石畳の宿〈パンフレ

ットによると農家の生活体験や都市・農村生活者との交誼を通じて田舎を満

喫していただくため、地元の古い民家を移築し、宿泊施設にしたもの〉を見

学させていただき、 1階には囲炉裏端のある板間と廻り縁のある座敷と居間

2階の客室は屋根裏を改修したもので独特の空間を醸し出していてのんびり

過ごせそうなお宿でした。この宿の隣には、毎週日曜日11時--16時のみ営業

「古民家カフェ~つるばみ--Jがありコーヒー￥250ケーキセット警500です。
残念ながら土曜日だったので寄り道できませんでした。昼食は地元で育てた

蕎麦を使った rそば処 石畳むら』で新蕎麦をざるで頂きました。太めでし
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っかりとした二八蕎麦で麓持ち母島いお蕎麦でした由天然水でゆでた蕎麦の

蕎麦髄もとても融昧豊かで薬草ましかったです。設の日が「新そばまつ静jで、

この日誌十舗暫蕎麦が味わえるとの事、接金でした唖このそば艶は東酷しだ

れ麓がしっか暫見える場訴にありました。醸の時顛は麓雑しそう o この畿

「道的事誌から暫Jでお買い鞠号をし体重量襲錨路に就きました<:>Tさん運転お鑑

れ識でした。お天気もよくて良い一自でした。

11月27日〈土〉朝か品雲一つ無い天気だった的で気iこえEっていた久万開の

メタセコイヤを晃iこ行くことにしました。輸相分国道路号事長語いにある久万

カントリークラブ入り口かられんがf立のメタセコイヤの並木が審議いています

〈メタセコイヤ詰スギ轄の落葉針葉輯静並木選結鞠20加で、 1971=年のゴルフ

場にあわせて植輔さ紅、現在時高き30酷以上斡蹄り斡2踊に育っている{)11 

月23日付重量嬢新聞の記事より)れんが範的並木道巷歩くと落ち葉がサラサう

と晋を立てて舞い毒事ちてきて、かすかに轟轄の番号を謹む捨たい空気とあい

まって頭がすっきりするようでした。ちょっとお橋落な醸むの紅葉スポット

です。私設美鱗重喜 f久万青議選之費重量露』へ拡持麓も諮れていますが春』まかりで

緩む襲警蓋としたトンネル巷抜&:1るイメージが強く、紅葉がこん誌に議離だと

詰患いもしませんでした。紅葉を楽しんだ畿、久し鑑ちの美鮪館で重量内鑑三ト

苛件の童子連iこど対麗〈畿内民拡平域京護者露間関年キャラクターせんと君の

作者)19例年に喜書館.12.{来、出並み幸一望できる雄大な理墳の中でずっと麗外

にある作品誌、臨射し@蝿桶@雪などに嘱され1>し態合いが変わった気がし

ます。水道でたたずんでいる犬くらぶ>めおでこに何か虫の期のよう立鞠が

こび母ついてかわいそうでした。離党をいっ曜い取り込むメインギャラリー

で駐茶を麗さ雪作5臨むの入館料でこのサーピスが受けられる〉饗訳えま時開を過

ごしましたり菜館轄の職員の方の謡によると、メタセコイヤの離島署記事を見

て尋ねて来る人が増えたそうで、この葉葬者鎮の存在巷薪たに知った人もいた

でしょう。駐車場に婦るとフロントガラスにれんが簡の枯れ葉が。走与出す

とふわーと飛んでしまいました。私たちと入れ替わりに二盤的ご夫嬬が転葉

を堪能していました。重量念なが品紅葉は11月いっぱいで、 3産鑑舘も12月--3
月迄体館にえまるので来年のお葉しみと言う事に註ります。タイミング農く冬

重量も哲前々自に語れる事が由来ラッキーでした。この畿、気自こしなが品車で

ら



定っていると石手掛ダム璃選iこも数本あ静、 「タオJし美鶴館jの藍関iこもメ

タセコイヤの木立ちを晃つけました。

三点、所それなりの輯性ある車工葉を書き纏ってみましたが、皆さんも素離電

車工葉を棄しめた今年の教fさったので詰註いでしょうか母 (A.酷〉

メタセコイヤの枯れ葉の実物大

残念ながらコピ一時にばらけてしまいました
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i福山市民塑塑
市民劇場の看板を横目にしながらの通勤、仕事をやめたら入ろうと。

その念願が叶ってからもう 9年が過ぎたQ その問、俳蟹座をはじめ文学座、

民芸、こまつ座、前進座など多くの劇間の作品を観た。(年6自の公演)

今年四月公演は海流座の f新@裸の大将放浪記J。市民劇場は会員制の

ため一年に一度の当番が回ってくる。いつもは例会までの準備と例会時の会

場運営に参加していたが、今回は終演後の夕食交流会にも参加した。

海流産は 2000年米倉斉加年さんが劇団民芸を退団し、「ステージ人生の

最経章を仲間と共に全国の旅田りで生きたしリと立ち上げた。その演目が

「新 e裸の大将放浪記j。かつて大反響を起した師の宇野重吉さんと芦崖雁

之助さんとのコンピの「裸の大将放浪記入二人が相次いで亡くなられた後、

師匠の遺志を引き継ぎ羅之助さんの弟のIJ、躍さんと「米倉 e小耀jのコンピ

で「新@裸の大将放浪記jが誕生した。詳しい内容はさておき、貧乏で、戦

争もあったが人の心は今よりもっと豊かだった昭和の時代を純粋に生きた

山下画伯を見事に演じ、私達に生きる喜び、楽しみ、哀しみ、怒りを信えて

くれた。

2時間 30分の余韻もさめやらぬうちに当番の仕事。舞台にあがり小道具

大道具の片づけの手伝い。スタップの指示でトラックに積みこまれてし九く。

先ほどまで熱演していた役者さんも汗を流している。関くところのよると主

役級以外の人は全員その都度舞台道具の搬入搬出をするとか。何も無くなっ

た舞台から客需を眺めるのも乙なもの。

終演後 18:30から 2時間余り夕食交流会。会費3.500円なり。劇団員 5

名と市民劇場の会員 20名が大街道の[やき鳥崖j に集合。米倉斉加年さん

親子も参加。本の斜め前には巡査役の山梨光閉さんが産ってくれた。私服に

着替えると全くの別人。気さくに裏話などもユーモアたっぷりに応えてくれ

る一方、過酷な労働条件や競争社会の厳しさの中で自分を鍛え困難を乗り越

えて好きだから出来る楽しさを教えてくれた。松山市民劇場は 1965年に発

足以来 220屈もの公演が続いている。然し私が入会したころは 2，∞0名を
超えた会員も今 1，000名程になった。地域社会の文化の火をいつまでも灯し

続けたいと心から思った。

(S • K) 
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三五E

ひとり旅、四国八十八か所巡りではありません。観光旅行でもありません。弱い夫を残

しては一泊でも出かけることはできません。私の一人旅は、重告J11の土手を歩くことです。

今年の 7丹、弟が締癌で亡くなった。立ちたい歩きたい、それだけの望もかなえられず、

逝ってしまった。

震、が弟にしてやれること、それは歩くことだと思いついたのが8月のお盆、お墓参りの

後、足の悪い私が、 10メートル歩いてはスクワットし、又 10メートノレと一目、一日と距離

を増し、 1キロメートルの往復が出来る様になった。始めた頃は朝5時20分に家を出て帰

って来るのが6持、私に別世界が拡がったと思う様な出来事だった。何と土手を出ると歩

く入、歩く入、ご夫婦で楽しく会話しながら歩く入、犬を連れて歩く入、本を読みながら

歩く入、その人々の生活が見えてくる様である。

1キロメートノレの呂的地は花キセンター。ここで一休み、鳴りは皆我が家に向かうので

私も一人で頑張るしかない。重信J!Iの本流は水結が多く、 ]1I岸は市の問題になっている野

犬が、朝から走り回っている。時には土手迄上り物欲し気についてくる事もある。ちょっ

と掃いが悪さはしない。:ど留を越えると用水路が、ノト波を立てながら気持ち長さそうに流れ

ている。

農家の人達は良く考えたものだ。この用水路i土、それぞれの田をうるおし余った水が用

水路に戻り又次へと流れていく。日本の農業の米作りが問題になっているが、私達の主食

である米作ちは伝統の上に研究を重ね、世界の人々から美味しいと言われる米を作り、輸

入米に打ち勝って欲しいものである。

そのうち我が家が近くなると、捕がすずなりで獲る人がいないのだろうか。自給率 14パ

ーセントなどと言われる事を笑ってし1る様にも思われた。

8月に歩き始めて、 F誌の自や大愚の自には抹み、三か月が過ぎた。ただ 2キロメートノレ

を一人で黙々と歩くことで、自分なりに納得し自分に打ち勝ったと患っている。続けられ

た心の強さ、その中でいつの間にか鍛えられた筋肉、血圧が高くて薬だけもらっている底

師からは、 r76歳の人には思えなしリと言ってもらったが、一一人旅はいつ迄続くか。終わり

の日l士、自分に負けた目、体が耐えられなくなった日であると思っている。

今朝も歩いて来た。 11月になると 6時でも暗く 8時にうちを出る様にしているが、毎朝

出会った人もいない土手を一人で歩いている。

(Sa. K) 
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!韓 国 ゴ
松山から韓国へ、 11月30自の夕方、飛行機に乗ちました。この日の一週間前の

11月23日に、北朝鮮の延坪島砲撃があり、取りやめようかと考えましたが、旅行

会社からは、特別に何も連絡がなかったので、大丈夫とし1う気持ちで、取りやめる

ことはしませんで、した。戦争経験のない私には、緊張感が少しもないというのが、

正直なところです。今一つ、危機感を感じませんでした。

飛行機は、短いフライト時間にもかかわらず、機内食が出たのには驚きました。

日本の航空会社が赤字で、今までのサーピスを見直そうという時期ですから、日本

の航空会社の頑張りが足りないのじゃないかと患ってしまいました。東京へ行く時

間と同じ時間で、このサーピスの違いはなんだろうと不思議な気持ちです。これで

は、国際関競争に勝 wてる訳がないと、納得してしまいそうです。世界の航空業界で、

国際的に求められているニーズとのギャップを日本の航空会社は埋められないの

ではなしゅ瓦と。その差があまりにも大き過ぎます。

元来、高所恐怖症、乗り物酔い等、飛行機にはあまり乗りたくない私ですが、途

中、多少の揺れはあったものの、左程の気持ち悪さも感じないで、仁川空港に到着。

2001年の関空以来、韓国の顔としpての役割を担ってし1る空港は、期待を裏切らない

スケーノレの大きさに、さすが、 2010年、国際空港評議会で NO.lになっただけの

ことはあると思わせてくれました。日本の小さな町の小さな空港からやってきた夜、

、韓国と言う患の近代化を十二分に感じさせてくれ、一国の表玄関の役割を担う

国際空港に降り立ったという感動を味わえました。

E本人にとって、近くて、遠い国だった韓国を身近に感じさせてくれたのは、 B

韓共催のワールドカッ、プがあった 2002年だと患います。翌年、 2003年は韓国ドラ

マ「冬のソナタjが人気を得て、韓国映画やドラマが日本で嬢発的に流行しました。

映画やドラマの俳優や女壊の知名度は、日本人俳震以上になり、韓流ブームの到来

となりました。日本人にとって、韓国は、行ってみると、案外近くて、外国気分も

味わえる手軽な旅行先になるには、時間もかからなかったようですが、私は、旅行

先に、韓国を選択する気持ちにはなれませんで、した。

今回、外国が初めてという同行者が選んだのが韓露でした。松山から、手軽に行

ける外国というのが、彼女が選んだ、理由でした。彼女の第一の目的は、免税屈で、

ブランド物を購入することでしたので、絶好の場所だったのです。二年前からの円

高で、翼い物自的の旅行者は驚くほど増えているそうです。

私l土、昨年から今年にかけて、ニヶ月ほど、韓国のテグ出身の音楽教師と時簡を
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共有することがあり、韓国に興味が出てきていました。韓国人の彼女はt韓国の公

立の中学校で音楽を教えていましたが、ご主人の仕事の関係で、日本へ粂でいまし

た。日本へ来る前は、一年、 ドイツに住んでいたそうです。彼女と過ごす時間は実

に有意義でした。韓国では、いわゆる、産休が 3年間あり、続けて取ってもいいし、

とびとびでも可能であるとか、世界で一番物価が高いのは日本だとか、(アルバイ

トをしたお金で、学生時代に、世界中を飛び回ったこと、このアノレバイトも、ピア

ノを教えることで、時給が並外れてよかった)

日本が好きで、 10回以上も来たこと(京都の文学の道、北海道、大阪、東京長崎

等、私よりも良く知っていました。)、ドイツの子供手当の事や移民問題(トルコ人)

の事、オランダの免税屈の破格の値段、チューリップ市場の巨大さ等、振り返ると、

いろいろな話をしていました。ただ、日本と韓国の歴史については、話す機会があ

りませんでした。日本語と英語でのやり取りでしたので、これを話題にするには、

お互いの言葉に対する不安がありました。彼女の帰国後の連絡によると、急な婦国

になってしまったので、元の学校ではなく、私立の幼稚園から大学まである学校に

就職したそうで、職員室の机の隣の席が日本語の先生だったらしく、日本語の勉強

ができるということでした。この魅力ある彼女との出会いが、私に、韓国へ行こう

という気持ちにさせてくれました。

ソウルについた一日目は夜でしたから、免税j吉に立ち寄り食事をすると、ホテル

へO 場所は、南大門の近くです。ここは、買い物には便利だそうですが、初めての

国で、言葉が全く話せないという負い目もあり、出かけませんでした。

二日目は、青磁の窯元、 22代の王様が築城された華城、ソウノレの中心の

ピオトープのようなJ11を再現した新しい名所(以前は屋台が並んで、いた場所入、屋

台の不衛生なイメージを払拭し、今では、ソウノレ市民の憩いの場所になっているそ

うです。もうすぐ、クリスマスになるので、ライトアップの準備中でした。この)11

l土、人工的なものですが、この川の上流は、北から続いているものです。カジノ、

南大門散策 明禍等、夜遅くまでの予定に疲れて、ツアーとは、こういうものだと

再認識しました。行きたくないと思っていたカジノも、経験だからと言われて、も

らったカードで当たりが出るとうれしくなるのは人間の性です。お金は使いません

でしたが、カジノ体験ができました。残念だったのは、青磁には魅力を感じなかっ

たことです。愛知万博に出展していた有名な人の窯元だそうですが、何も購入しま

せんでした。窯元の方には悪いなあと感じてはいたのですが、翼って帰ろうとは思

いませんでした。帰りのパスの中で、ガイドさんが元々の韓国の陶芸文化の多くが

日本へ行ってしまって、、、韓国でも青磁の再現をしてはいるが、、、と言葉を濁した

ような説明をされたような気がします。高額なものには手が出ませんから、比較的、

購入しやすいものとなると、磁器の技術は、古来の韓国技術の再現には成功しては
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いるのでしょうが、日本人のそれとは差があるように思いますし、値段も高かった

です。

ソウルから l時間くらいの所にある華域は、石とレンガを取り入れたヨーロッパ

式の築城技術で、 1796年に完成しました。城壁の素晴らしさは、時の王様の権力の

偉大さを感じますが、完成度後に王が逝去、幻の都となりました。華城の 1)需は 5、

52Kmにも及び¥1997年には世界遺産に登録されました。東西南北に門を構えてあ

り、色違いの旗が掲げられ、実に、偉大な城壌で、万里の長城のようなイメージを

もちました。 30分ばかりですが、ガイドさんの案内で、勾配のある城壁の上を歩き

ました。広い土地を取り囲むような城壁の作り方に、国内ばかりか国外からの侵略

に備えるには、絶好の場所だったのではないのかと想橡しました。しかしながら、

ソウルから都を移す計画は、実行されないままになりました。 22代の王様の死には、

いろいろな犠測があるそうですが、もしも、 10年寿命が長かったら、韓国の歴史

が変わっていたかも知れません。攻め込めない城壌を造られた 22代の王様の偉大

さに、国内閣外の様々な脅威が及んでしまったことで、その後の韓国の語れ動く歴

史の幕開けになってしまいました。其の悲惨さの一端を日本人が担ってしまったこ

と、忘れてはいけないことだと思いました。

ソウノレ市役所が建て替え中でした。旅行中、何度も、この前を通って移動しまし

た。弔という字を掲げて、式典のようなものが行われていましたが、幻自の北から

の砲撃で亡くなった人のためのセレモニーだろうとガイドさんの説明がありまし

た。この時まで、北の砲撃があったことを感じる場面はありませ人ノで、した。私たち

が行くところは、観光客が行くところばかりですから、戦争とは無縁の印象しかあ

りません。しかし、セレモニーを見たこの時は、日本で見たテレピの映像が自に浮

かび、北の砲撃があったことの実感が湯きました。黒い服を着た人が、それもあま

り多くない人数で、ひっそりと、しかし、その場所i士、市役所の前。韓国の人は、

時折の北からの攻撃で、戦争を身近に感じる機会が、生活の中にあるんだろうと思

われました。

この夜、と言っても翌日の午前3時ころに、ど一一んξいう地響きの音が、ホテ

ルを包みました。びっくりして、飛び起きました。同行者は、砲撃だと思ったそう

です。やはり、昼間に見たセレモニーの印象が心に残っていたのでしょう。その後

は、静かな時間がきましたが、かみなりだったんだという確信がもてないので、そ

の日は寝不足になってしまいました。

三日自の観光では、ソウノレ市内の景福宮が印象的でした。華域が世界遺産に登録

されている事を、前日に開いていたので、国の王宮である景福宮も当然、世界遺産

だと患っていたのですが、そうではありませんでした。歩きながらのガイドさんの

説明で納得しました。此処では、改めて、 1910年から 1945年までの朝鮮f井合時代
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がくっきりと現れました。この時代に、多くの朝鮮王宮の建築物が壊されたので、

景揺宮の建築物も再建されたもので、それも、最近、完成されたので、新しい王宮

なのだとの説明を受けました。韓毘人にとっては、無くなっていたルーツのひとつ

が完成したことに、ほこりを感じてしf九ることでしょう。日本人向けのパンフレット

には、併合時代の記述はありませんでしたが、確かに、景福宮内の民熔資料館の歴

史年表には、 1910~1例5 までの併合時代の記述がありました。その時代に、庶民ば

かりか朝鮮の王宮文化をも壊してしまった日本人に対する気持ちは、複雑だろうな

あと思いました。日本語の上手なガイドさんは、 f私たちにとって日本語は外国語

の印象がないんですよ。 j と言っていましたが、それの意味することをどう捉えた

らいいのかなあと、気持ちは接雑でした。この日は、私たち二人だけのガイドでし

たから、観光地の説明だけでなく、個人的なソウル市畏の事などの話もしました。

(景福宮の説明をインターネットで競べました。〉

景福宮は 1395年(太担4年)創建された李氏朝鮮の正宮。易姓革命で 1392年、

朝鮮を建国した李成桂(イ eソンゲ)とその支持者たちが首都遷都を決定し、即位

ら3年後の 1395年、高麗の首都である関京(ケギョン，現在北朝鮮にある開城

{ケソン)の18名)から首都を漢磁〈ハニャン、現在のソウノレの指名〉に移す過程

で造られた宮殿で、現在の青瓦台(チョンワデ@大統領官邸〉のような機能をして

いた李朝の心臓部でした。景福宮の f景福Jは、 「雲寺経j に出てくる言葉で、王と

その子捺、すべての百姓が太平の御代の大きな幸せを得ることを瀬う、としづ意味

だそうです。

景福宮は 1592年(宣担25年)、豊臣秀吉による壬辰倭乱〈文禄 e擾長の役)の戦

火によって全境するとしづ悲還にみまわれ、それ以蜂、王宮としても不吉だという

理由で 273年もの問、再建されなかったそうです。しかし 1865年(高宗2年)、

興室大院君(アンソンデウォングン)が再建に着手し、 1868年(高宗5年)に創建

当時の規模に復元。同年7月には高宗が昌徳、宮(チャンドックン)からこの地に

宮を移しました。しかし l的5年(高宗32年)、関妃(ミンピ)がB本人の暴徒

に殺害されるとしづ事件があり、翌年2月に高宗皇帝がロシア公館に避難したこと

で景福宮は王宮としての運命を絡えることになりました。

そして 1910年、日韓併合によって国権が強奪されるや、景福宮内にあった約20

Gの殿閣のほとんどが壊され、藤会楼(キヨンブヱノレ)と勤政穀(クンジョンジョ

ン)などの 10棟のみが残り、自本が勤政殿の南僻正面に朝鮮総督府庁舎を建てる

ことによって、景福宮の景観は完全に破壊されてしまいました。日本の植民地から

解放された後の 1945年から朝鮮総督府は政ノ腎の中央庁舎、その後は霞立博物舘と
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して捜われていましたが、景福宮復元事業 (1991年5月5日起工〉に合わせて 1996

年 11月14日に総督府の建物が完全に撤去されました。そして現在も少しずつ景

福宮のもとの姿を取り戻すために復元工事の真っ最中。この復元工事は 2025年!

にようやく終わりを迎えるそう!復元の基準は景福宮が最後に完成した姿で、あっ

た 1868年時点で、その当時の姿を再現する予窓です。

(参考資料 インターネット検索サイト SEOLJLNAVE ) 

三泊四日の韓盟旅行、ソウノレ中心の旅の最後のガイドさんのお話しは、いつか、

jととも交流が始まると、韓鹿、北朝鮮、ロシアを列車旅行できるようになるとも言

われていますという言葉と、日本どは、震史を乗り越えて、これからの未来の交流

を大切にしなければいけませんねと言う言葉が印象的でした。

免税j苫で、円高の患恵、を受けて買い物をした同行者は、旅行中、ソウノレの町を楽

しみ、帰国後、さらに、円高が進み、銀行引き落としの自のレートも楽しみなよう

です。

私にとっても、韓国をもっと知りたいと思わせてくれる掠になりました。次回は、

韓冨の古い街並みが残っている町を訪ねたいと患います。あれから、ヰとからの抱撃

がないことが、イ可よりです。 (関.T ) 
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型1212主ニキング元年
2010年元旦、とてもよい天気でしたので歩きで淳鶴神社へ翻詣に出かけま

した。約1時関寵疫の主義きでしたが冷たい空気がここちよく足はポカポカo

fウォーキング飴めてみょうかなjそういう気持ちが起こりました由醸や醸

の痛みがあるので、負担の霊長ないウォーキングは良いと友人や夫に言われて

いたのですが、あの気持ちE設さが韓押しをしてくれ年頭の事蛤めとして続け

てみる事にしました。

夫が以前から自宅から河JII敷の工業関地長越え持111敷の行き止まりまでを

往鍍して1時間程疫のコースを私なりのベースで歩くことにしました。初め

品調HI敷まで行くのがやっとで、ベンチ代わりの石に藍り夫が戻ってくるの

を持つ状態が続き、婦り選結露警がだるく持度も立ち止まり体みながらで時間

も1時開50分程痩かかっていました。語蓄が韓ら拡い罷り歩こうと決め、小雪

謹むちの日も気合いを入れて出発。暑さが大の苦手で撃さ詰案外大丈夫なの

で離続出来そうな気がしていました。 通3......5闘で3謹越えた頃から、決ま

ったベンチ代わ与の石に行き羅り躍り一体みしながらですが夫と同じコース

をさ長いていました。時開も掛し短縮、国与の景魯を棄しむ余搭もでき捨めま

した。掘の麦の芽が出たばか哲だったのがグングン伸びヒパリの声が麗やか

に。コース達中にいる飼い犬が行きは吠えるむに婦り越知らん撮り、弘法大

輔由来の F二つ石の地』の太子堂があった号、歩いてみて知り得る事が訳出

あります。童話mの表掩水iこ早春の暢射しがキラキラと輝き、議事さの中でも
自然は色々楽しませてくれます。おでこがうつする汗ばみ廷拡韓下を醜ぎた

くなる位血行がよく屯っています。

3月になると、持が少し軽く諮ったような気がして体重が2kg輔、韓基盤母

融みになります。この墳か色毎日決まった時間ι体重輔定をする事に。ラン
チで外食をすると問。g程藍増える事を知りタ童話は反省鞠鑑を実行。腰師事れも

霜みは残っていますが轄の購み拭誌とんど無くなっています。持m敷に拡援
がたくさん輔わっていて3月中旬から白い大島接が咲き捨め、轟いピンクの

E暴走や主義いピンクの大島桜が彰与を番え、ソメイヨシノが嘆くと士宮詰家主主

連れや仲間闘志でお花見を棄しむ議子を見誌がら室長きます。最畿に八重咲き

のピンクのサトザクラが4月下旬まで棄しませてくれました。
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接が蕗わると詞剤費量的雑草が持rJ可愛い花を咲かせます。ウグイスも上手

に「ホーホケキョjと鳴き捨め、二震キジの輯声を豊富きましたが色々な鳥が

いて躍と耳両方を棄しませてくれます申鳥や櫨鞠の知識があればもっと棄し

めるのでしょうね。寒い時期か告師事量世代J2{上のご夫婦やご主人が犬の散歩

やウォーキングを楽しんでいましたが、購気が農くなるにつれ佐々な世代の

家族連れが多くなりマナーの悪い人が増えたのか、犬的糞を避けt，i.がらま長く

事が普通になり、やってはいけえまいゴルフの鱗曹をする人もいて関ったもの

です。道』こ、連融@リモコン飛行機@モーターパラグライダーを棄しむ入達

を鶴められ棄しい事もたくさんあ静ます自 5月中旬、雨続きや小擁行でー謹

関轟与に持JII敷に行ってぜックリ、道与一面真黄色 r外来種オオキンケ
イギクjニュースによると重信111河口まで鏡いているとの事。鞠凄い繁殖力

で在来植物の屠場崩を奪っているとの記事もあり河期工事的闘った副産鞠で

通うる。そういえばs見に出韓へ行った時咲いていたし、しまなみ講道でも見
掛けたので日本中に誌がっているのでしょう。その後暫くして〈一週開位〉

持JiI敷の草剤り作業が行われ、腰丈まで伸rJた雑草と共に湖号車られ遅元が

スッキリ口雑草巷足で撞き分ザ糞にも気を付けなくてもよく主主暫尾謹r1がス

ムースに誌りました。草苅号でE量が捕暫やすくなったのかお醸の大量恕寵の

母さんが鑑空飛行しながら餌を毒事んでいます口その畿、雀の望書ゑ<1，>註く立っ

たので、{可魅輩、で子育てiこ勤しんでいるのでしょう申

この境、舗で諒麦款の時期巷趨え、田植えむ準舗と輯能ってお百蛙さんは

大f亡し。蓮留にも本が麗られ、結れ枝のよう詰茎からー趨簡もすると小さな

葉っiまが水面に若手かび詔々育っていて花が棄しみです。麦縄りが蛤まり部構

iこ詰水が霊長られ、その水面に璽UJが等号護って来る諒やかな麗に輔されます時

日々、田植えの諦んだ閤輯の水管理の為見麗与をする農家の人々との主皇室襲が

増え、郡豊撃し屯い韓小量りで通り過ぎていますか、審事選は暫く外して歩いた

方がいいのかも。擁爵Bこi孟入り暑さも本番を謹えると、朝早く歩いた方が農

いと言う人もいますが私には無理そうなので、タ金の支産を務ませ17時噴出

発し18時のチャイムの覇iこ婦る穣にしました。家の近くの内j討をのぞいてい

ると轄の子育てが晃られ(頼め三事いたのに水量が増え識されたのか7月鞠

特に諒一朝になっていて悲しいですが親轄と開じ韓大きく育ち羽詰たきの鱗

16 



習をしています)青鷺やこぷりな猛禽類(夫はハヤブサだと言う〉が餌を狙

っている姿を見る事ができ楽しい一時です。以前は汚れたJIIだったのですが、

下水道整備のおかげか水はきれいになったからでしょうか。しかし、ゴミは

相変わらず多いのが残念です。

この夏の暑さは半端ではありませんでした。日蜂けを考え始めの内は長袖

でしたがあまりの暑さに半袖→ノースリープとなり半袖の日焼け後がわから

なくなっていました。その間にも、稲は青々とグングン大きくなり何時の間

にか稲穂が出ています。蓮も大きく育ち、あちこちに大きな蕎が見られるよ

うになり開花を楽しみに週3--4回ペースで歩いていました。今までこんな

に外へ出ることがなかったからかも知れませんが虹を4度も見る事ができ何

故か嬉しい気分になりました。青く小さかった捕の実も大きくなり少しずつ

色付き始める頃、田園は緑から黄緑に変り積極は黄色く頭を垂れ、早い回画

では8月中旬から稲刈りが始まり、烏たちの落語をついばむ光景が見られ、

セミの鳴き声もツクックホウシやヒグラシが多くなり暑さの中に秩の訪れを

感じられます。 9月になると諒しく感じる日が少しづっ増え始め歩く時間も

頻度も多くなってきて、稲刈りの終わった田園が増え種わらの匂いを感じな

がら足取りも軽やかに歩いています。お彼岸の頃にはいつものコースを歩く

ことができるようになりました(農作業の人が詰ってきたので〉今年二度目

の河川敷の草刈りが行われ、それまでコオロギ等の虫の声が心地好く耳に響

いていたのがほとんど嵐こえなくなり寂しさを感じました。ウマノスズクサ

が伸びる程度に刈られたのかも気掛かりです。

ところで、今年彼岸花の咲く時期が遅かったですね。お彼岸前には探さな

いと自にする事がありませんでしたが、お彼岸も終りヒンヤリとした空気が

続くと畔道に突然善を着けた茎がニョキッと出てきて、数日で赤く畔道が染

まり、 10月に入るとキンモクセイの香りと共に彼岸花を楽しめました。この

現象も夏の猛暑のせいなのか、律義に毎年お彼岸を知らせてくれた彼岸花も

戸惑っているかも知れません。地域の秋祭りも終りウォーキングに適した季

節になり歩く人々と出会うことが多くなりました。長袖の人がほとんどの中、

我々は半袖が心地好くいい季節になりお天気であれば毎日歩く日々です。河

川敷で春私たちを棄しませてくれた一本の桜になんと花が咲いています。
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(10/17)髄先に西~五輪3か爵程度でしたけれどラッキー註出来事でした。

錨の接は色付き落葉している中、冷たい麗iこ吹かれながら日月中旬まで咲き

鏡け、様の葉(新韓?)が寒そうに技先で揺れています。来年、花を咲かせ

ることができるのか心配です。

事量震は暁重賞、日設が皐くなり昼金鍾余争時開を空けず出発しないと夕日を

背にしなが告の錯轄に詰るようにえまりました。収事襲巷車整えた悶輯巷耕し衰を

蒔く準鱒をしている中、ニラよりも翻くフサフサした構鞠が欝集Lている舗

を発見。気にしながら数日経過、親署襲が蛤まるとネギの番暫が諮り一面譲っ

ています。忘年会捕の底告を鬼ていて気付いたのですが、フグ的議事叢りのツ

マとして主義えられている F芽ネギ』のようです。まず私の日記入る事詩無い

であろう高離料理の主義え鞠がこん誌に身近抵訴で栽壊さ紅ていたのに驚きま

した。驚きといえば、ウォーキング議中にある一本の親善襲験棄されているで

あろう縮め本が輔色に実った瞬、持故か黒っ寵く見え近付くと、カラスが数

十羽ll:り軽率んでいて鈴生りの築実詰アッという関に無くなってしまいました。

甘舗のようでしたので毎年美瞭しく金べていたのでしょうか。そういえ語吊

し輔にする捕はまだ鈴生り挟襲撃なめで、分かつて食べているカラス拡轟く賢

い。人関とめ費量争があちらこち告で行われている瞬棋でした。

12月に入ると離料りが繕おった後すぐに欝し麦蓄量きをした購で詰芽が出捨

めました。離をメ望号残った韓から新?とに出た葉は鰻方、品枯葉色に饗わ号、襲撃

合わせめ麦の新芽の鰻とのコントラストがいい感じです。東鑑T事』こ住んでい

ると石鶴自に雪が舗もると騒が捨たく塞くなるのですが、まだ持JII敷で輔の

捨たき安盛じないので気持ち践くウォーキングを続けています。紅葉が鞍わ

ち墨色}こ彰りが無く誌る頃、あちこちの民家の重量先に畠る轄や出茶誌が彰ち

を議長えるようになり棄しみが一つ見つかりました。

話器一年、主幹き盤れた讃範的饗{t号告書襲ってみて、東蓄量子五に住み捨捨て2事年

自になりますが、こんな近く iこ自然豊かで時ったり轟ごせる場所がある事を

知る長い機会にts.静ました。車整い出歩きにも換轄できれiまと思いつつも足へ
の負担を考えるとためらいが頭をよぎってしまいます。足(j)髄力に自信が特

く議主長年.もまた轟ったコースを課し東重量子宮の雪量離な場露骨巷見つけられるよう

にき長き鶴けたいと患います由 (A 描〉
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時間関
2010年 11尾 11由、裁が家Id:桔山市を離れ、終の棲家と建めた富鱒蕪鰻範!こ入ちました。十数年

蔀嬉々訪れ、夫婦そろってすっかり轟£なりJ退職後詰鰻へ"と嘩れ続けだ範でしだ。

結婚して 38年間。14窃の範罷を繰り返し是我11家にとって、24年 51.J'月を過ごした愛譲歩襲i草生

まれ欝つ疋呉市で遵ごしだ持関よりも喪く権部岱場所になっていたことを、私は少し甘く考えてい

だようです旬治局に入り、51つ越し護者と田理が決まり、組山で遇ごす蒔簡が確実iこ18ずつ少なく

な担、引っ越し封、現実のちのと在った壌から、私は些縮なことで夫!こぶつかってしまう棲!こな由、自

分自重号の精神状態を持て余してしまっていました。ど設だ!こち引っ躍しの異体倍なことをききさない

ことで辛うじて日常を維持していました。ヨ!っ越しを話題!こすることを考えるだ1:tで壊れてしまい

そうでした。器輸お世話になっ芝方々にこ、接室長〈もせずに去ることが如河iこ非礼なことかは充分に

解っていまし芝。それでも、私は最後まで黙っているしかなかっ走のですe

轄港でフェ1)ーの窃待を費う時、f主纏でiまないと気づいたとさき拡どうにかなりそうでした。問

時ちのことですが、車で審守番できない簡い犬の大五部と共iこ車中!こ残った私{立大五揺を抱きし

めて泣ける芝、け泣きましだ@この時{まど大五部ガ頼もしく思え是ことiまあそ3ません。

昨年から定期的iこ綾を訪れ準備を進めていましだ。いつもならうきうきと眺める車窓!こ流れる景

岱ち舎田iまかむ思績が近づくにつれて、これからの生活への不安とら輔さに押しJ寵されてしまいそ

うでし走。

問時までも告分の惑構!こ笥えているわげにはいきません。

*翌Bから2日間{こ藍って運び込まれだ膨大悲荷物。

*寧速に詔待されだ信治公民館手持ち文化祭.

*斑(翠媛県の鰻〉の忘年金への参加。

ネゴミ出しんーんの挺握。

ホ持物の山からi必要昂の探し出し。

*最も大蛮なのi手県外への転患に梓う撞々な住所愛車手続き。舎もまど継続中です。

この忙しさと、誠一刻と表構を斐える閤むの豪誌に癌されて、少しずつこれからの蝿噂が出来て

い窓ました。そして侍よそ〉、私の我鐘を遇したにち掲らず、転患を知った菱人選から私には過ぎ、足糧

自の毒薬や温かい髄ましの書葉をi重い是こと封、私が立ち謹ることが出来た最大の原動力でした_0

くらしお学欝会から!ませ舟の予定的連絡メーんも漬きましだ。もう私に思連鰭lci:来ないと患って

いだぜけに、メーjしを莞だとき!革本当に講しく、ま芝私{立伸簡でいて畏いの去さと実感できまし去三@こ

の謹タトめ喜善ヴj革新しい場所での緊張;こ醒まった私のむを鍾しく解き{まぐしてくれまし左。

裁が家君、転出の手続きを始的だころ愛媛蕪知事選挙ガ、告奈され、告示i草されていませんでし乏

が強山需喪選挙も関呂設票が決まIJ事実上の選挙戦が始まっていましたe議ガ家iこ{ま{寄れの選著書
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お投票用紙ち送られては莱ませんでした，せめて愛護県知事選挙の期巴前投票拡しだなつをと患

いました。どうにち気になるので窮べてみると、愛護蕪知事選挙。〉期日爵投票let告示の翠告かう出

来ることは~~龍、強W市長選挙iこついても範出後 4 ヶ月思選挙護問自主主pfflこ残っており連覇地投

票えず郵送で認められるとか。私の知識不定が揺い定権利按棄でし去三。選挙管理委轟愈の立すJiD.1立不

適窃毘つ不親窃支?と患ってしまいました。知事選{手当然期日前投票が出来だ筈ですし、市長選ち郵

送で遺構地投票が出来るのであればその醤連絡してくれれば畏いのに、と。権利を行寵する定め

には知識を持って尚患っ費量君主?げなくてはいけないことを改めて思い知らされ芝出来事でしだ。

そんな時、極山市からの封塞が夫と私それぞれに転送されてきましだ@開封してみると、韓富豪診

離の由穫の通知でしたと。議{こ転出自は過ぎ、綾百への転入ち溝んでいるめに、です。持轄まで裁が

家の菩在は部分担iこ松Wffil，こ残っているのでしょうか。を苦笑しく恋ってしまいましだ。それにしても、

どの自治部も財政難に鶴いでいる昨舎、時一家族に封書で2遇はあまりにも勿体無いと態え是こと

でし芝@

舎年6局、7年間という喪いB震を終えて地球{こ揮還しだ、韓気設小悪霊探査機“はやぶさ'官、持ち

~欝つ定力ブセjし内の搬粧子i草山惑聾イトカウめ轄と鞘顕されたこユースが詑構iこ轄しい中、金聾探

査機“おかっさ"が金皐愚毘軌道{こ乗ることが出来る台どうか選日報道されていまし芝。成功すれ

ば12舟7巴に軌道に乗るはずでし吃e残主主ながら失額しましだが、金星は大ききゃ太譲からの距離

が地球と酷{~試している為、 f地球の兄弟墨jとされながらち、現窪はまったく環境ガ違ってしまって

いることから、金量を研究することで、地球岱誕生や気懐霊童Bを解明することが出来ると期待され

ています。

ヴィーナスの名にふさわしい、明るく鱒く薬しさと疫明17前の短い時間しか箆ることが出来ない

明けの鵠霊は一自の強まちを告げてくれますし、日没後現われる寓の明墨!こは舎8-8お護れ接、

とのメッセージを感じます。此7きに来てから毎朝空が簿朱く染まむ強め家並が黒く淳き」こがってく

る壊、箆守るように輝く鵠げの暁墨iこ、夕方ねぐらに贈る購だち(J)群れと共!こ薄馨の中{こうっすら

とZ売れる寓の明星jこしばし晃摺れています。特iこ百々 、姿、{立橿を衰える島と(J)離は寛館きること

が蒋りません。

私でさえら擢る金星です。もっと知り疋い、調べ乏し1、そんな気持ちは十分理解できます。しかし、

人簡が立ち入ることで宇留の環境まで渇れてしまう岱で!革、と気になむます@ぞれ以上iこ、舎まで、

科学者定ちの締粋で熱い諜究iむの蓋甥(J)多くが軍事利用されてしまっていることを奪えると、葉

聾に探査機の成果在期待することが出来ないでもいます@

いつまでも、自の出の誰々しさ、毘設の静げさ、 8々袈を霊える~Iこ浮かび、流れる襲、馬、墨たち

を愛で1Eいものです。名前さえ知らなくても充分に魅力的です。莞ている去さげで幸せだと患ってし

まいます。

13¥吃ご麗流星雲等の天体ショーがどータを濯え芝14自覆は講天iこ憲、まれ、凍てつく滞気合中、タト!こ

と討ると患い空iこ舞えていだ~I)才ン皇室ガ轟く謬動しだころから塞が流れるようになむまし先_0 こん
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なにはっきり流れ星を罵だのは初めてです。{奇か畏いことが奇むそうな気持{こなむまし芝@

15呂、早速嬉しいニュース!こ接することができまし走。

丸亀市の晃習い警察犬“きな子"が遂!こ正式に奮JII県警輯託饗察犬として採用されることが決ま

りました.8識ですl!人間悲ら50麓近くの挟挙ですe舎まで5年関挑戦し続ける姿が饗くるしいドジ犬

として人気蓄になっていましだ。舎寧11舟の競技会で鍾勝し採用が膏望被されていましだe我が家

のヤンチャ犬大五部よそ)1露上。能人事とは君、えず波宮していましたので喜びち一入です。

70年前jこ絶滅したと思われてい芝秋盟県、思沢潤の富有種、クニマスが山梨県(J)密溜で壌患し

ていだことが確認されましだ。京都大学博物館の中坊鶴次報嬢がら再現イラストをi衣頼されだ、東

京海洋大学の署員教擾でちあり魚、の細密イラストでも知られるタレントの“さかなクゾ'ガイラスト鞘

罪の参考iこする為各I埋から臨む寄せだヒメマスの中の西灘からのものにクニマスの特犠を構える{器

部があった為、京都大学の中境教擾iこ報告.)麓缶ミヂ横査などの結果クニマスと確認されました:.e9 

)習では舎までクロマスと時{まれてそれほど注包されていなかっだそうです。臨海でiま車速一部を

禁溝、1&1こ指定するそうです。

舎年もあと二i星間定らずで終わろうとしていますが、世の中!まIi}静かに新年を迎える績にはい

かないようです。

内部告発サイト、ウィキ!)ークスによる壇家機趨の;罵洩はネット社会のセキユi)ティーの麗揺さをち

謹呈しているとも思えます。そしてもたらされる構報がどこまで翼翼なの力、ますます私吃ちは髄

ましくなっています。

“一兵卒"と自都しながう総理大珪や幹事長すら会うことさえままなうない小沢氏のさ言動と氏を

較的巻く諜々な思惑の駆引き!こ巴々うんざりしています。

?メ1)力とのこ盟関合意という富家間の約束ガ、背りながち軽々に普天購墓地は題外、最抵で

も県外へ移設、と声高iこ語り沖縄県畏を翻弄したn轟山員。二露間合意の修正の為の受講i立政権~

代を果たし疋その持が唯一無二岱チャンスであっ疋iこち掲らず“学べば学I"$.ほど"の迷せり13¥の下、

皐々と辺野古への移設という従来の合意を踏襲してしまった費径は大きく、言守されるものでiまあむ

ません。名護市長選でも県知事選でも辺野古への務設に沖縄Iet.痘郊の意患表示をしまし吃.11月28

B県知事!こ再選されだ仲井翼誌の“墓地問題を沖縄宮けでなく包本全体の爵麗として害えて欲し

い"との言葉{基金ての己本題民への寵皇室です。沖縄は嘆きを揺えだままの年の瀬です@

大阪地撲の証拠改ざん事件という、育ってiまならない大活点は還に前代来簡の横事総長のきi襲

辞佳表明に歪ちました。せめて横繋jすには絶対的{書籍を持ち続けさせて欲しいものですe

舎年i草我ガ家にとって大変な年になりましだ。過去14自のきiっ越しは転勤[こ伴う霊動的なもので

した。舎窃{革、告王寺で望み、決顕した、拐めての覆種的転居です。しっ1J'1つ援をおろしたいと窃望する

由々です@ヨ!っ麗し持轄の箱め中で発芽1J~、始まってしまっていた1000諜近くのìJく的の謹撰を探て

て地撞えしまし芝@委主自鑑、8くちゃしの嬢だつだ芽ガ、鰻濃く7Jく地らしい葉に悲りましだe

来年こそら櫨ゃなな控の中!こなおます壌に@ (K.O.) 
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-総会のお知らせ

1月5日(水)午前日時から林宅にて

総会では、今年度の活動を振り返り、会計報告のあと、来年度の活動について話し合

います。また、総会終了後、一品持ちよりで新年会を行います。皆さまのご参加をお待ち

しております。参加の可否を前日までに林までお知らせください。

iお知らせ|

-読者の声・投稿などお待ちしております。

くらしの学習会では、随時会員を募集しています。

活動会員 2000円/年

振込先口座番号(郵便局)

問い合わせ先 TELIFAX

購読会員 1000円/年

くらしの学習会 01610-5'-21026

089-964-6956 (林)

出m
 
E
 

編集後記

かねてより闘病中だった賛助会員が、 12月 10日お亡くなりになりました。よく、会報を読

んだ後の感想を葉書に書いて送ってくださいました。その内容に、ずいぶん励まされたも

のです。まだ、ホームページが充実する前の議会報告の記事のご要望もいただきました。

会員二人で告別式にうかがし、ましたが、 6人のお孫さん一人ひとりの故人への語りかけ、

楽器演奏、歌、最後の喪主であられる息子さんのお言葉に、それまでの親子、家族関係

の密度の濃さがうかがえ、感激しました。心温まるいい告別式でした。ご冥福を心よりお祈

りいたします。

大変熱心な活動会員の一人が、突然引っ越してしまいました。本当にショックで、したが、

今は、日本中に会員のネットワークが広がっていくんだと前向きに考えることにしました。な

かなか会えないのはつらいですが、インターネットで、は常につながっていますoメーノレの文

面からその生活ぶりを想像する毎日です。よいお年をお迎えください。来年が、皆さまにと

っていい年でありますように。

(T.H) 
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